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Calculated MW:116kD;Observed MW:116kD

PTK2B

PTK2B;FAK2;PYK2;RAFTK;Protein-tyrosine  kinase 2-beta;Calcium-dependent tyrosine
kinase;CADTK;Calcium-regulated non-receptor proline-rich tyrosine kinase;Cell adhesion
kinase beta;CAK-beta;CAKB;Focal adhesion kinase 2;FADK 2;Pro
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。細胞質、核周縁部。細胞膜；膜周縁タンパク質；細胞質側。細胞接合、接着斑。細胞突出、葉状仮足。細胞質、細胞皮質。核。NPHP1との相互作用により、キナーゼの膜会合が誘導される。細胞周縁部でインテグリンと共局在する。この遺伝子は、カルシウム誘導性イオンチャネル調節およびMAPキナーゼシグナル伝達経路の活性化に関与する細胞質タンパク質チロシンキナーゼをコードしている。コードされているタンパク質は、カルシウム流入を増加させる神経ペプチド活性化受容体または神経伝達物質と、神経活動を制御する下流シグナルとの間の重要なシグナル伝達中間体である可能性がある。コードされているタンパク質は、細胞内カルシウム濃度の上昇、ニコチン性アセチルコリン受容体の活性化、膜脱分極、またはタンパク質キナーゼCの活性化に応答して、急速なチロシンリン酸化および活性化を受ける。このタンパク質は、CRK関連基質、ネフロシスチン、FAK関連GTPase調節因子、およびGRB2のSH2ドメインに結合することが示されています。コードされているタンパク質は、タンパク質チロシンキナーゼのFAKサブファミリーのメンバーですが、顕著な配列相同性はありません。
	研究分野
	-
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	Raji細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をPYK2ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

